
令和３年度教育活動に関する職員アンケート（後期学校評価） 

（学校経営・運営ビジョンの内容を評価の項目・観点とする） 

 

学校評価委員会 

Ａ‥とてもよくできている Ｂ‥よくできている Ｃ‥あまりできていない Ｄ‥できていない  

 

重点目標・重点事項 

１【重点目標】 

職員・・地域の人的・物的資源を活用し、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、社会と連携・ 

協働を図り、組織的・計画的に取り組んでいます。 

 

 

                                         

 

２【重点目標】 

職員・・教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成とキャリア教育の充実に努めています。 
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・コロナ禍における新しい生活様式に沿いながら、

学習活動や行事の変更等はあったが、期日や活動内

容を工夫し計画的に実施することができた。校外学

習や修学旅行などを通して地域の人的・物的資源を

活用し、安全で安心して活動できるよう教育課程の

実施に努めた。 

・年間指導計画や個別の指導計画に基づいた教科等

横断的な視点に立った資質・能力の育成に向け、教

育内容を検討し、実施するとともに、小学部・中学

部・高等部各学部の発達の段階に応じたキャリア教

育を進めることに努めた。 



 

３【小学部重点事項】 

職員・・年間計画を活用し、小学部 6年間や卒業後の学習及び生活を見据えて各教科等の指導内容を適

切に配置しながら、教科等横断的な視点をもった授業づくりや観点別学習評価の充実に努めて

います。 

 

 

 

 

 

４【中学部重点事項】 

職員・・年間計画を活用し、中学部３年間や卒業後の学習及び生活を見据えて各教科等の指導内容を適

切に配置しながら、教科等横断的な視点をもった授業づくりや観点別学習評価の充実に努めて

います。 
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・年間指導計画や個別の指導計画の活用により、「本

校で育みたい教科等横断的な資質・能力の位置づけを

明確にすることができた。今後評価の仕方や観点別評

価について記述の方法等を整理していく必要がある。 

・年間指導計画における観点別学習評価については、目

標を設定する際に、３つの観点のうちどれにあたるのか

明確にすることで評価につなげることができた。単元や

学期毎に「学びの履歴シート」を活用し、習得状況を把

握しながら授業づくりを行った。 



 

５【高等部重点事項】 

職員・・年間計画を活用し、高等部３年間や卒業後の進路及び生活を見据えて各教科等の指導内容を適

切に配置しながら、教科等横断的な視点をもった授業づくりや観点別学習評価の充実に努めて

います。 

 

 

 

教務 

６【カリキュラム・マネジメントの実践】 

職員・・卒業後の姿を見据えたカリキュラム・マネジメントの推進とともに、教育活動を組織として改

善し、組織構造、学校文化の醸成を促し、学部及び各部等と連携・協働し教育活動を行ってい

ます。  
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・年間指導計画一覧を基に教科等横断的な視点に立

った授業づくりや観点別学習における適切な目標設

定と正しい評価を重視した授業展開が増えてきてい

る。また、卒業後の進路実現に向けて、各教科等の

学習や産業現場等における実習をとおして、生徒の

進路を意識した学習指導を実践することができた。 

・カリキュラム・マネジメント委員会を中心に、

計画的、組織的に教育活動、学校組織、文化の醸

成に努め、コロナ禍における教育活動等を安全に

安心して実施できるよう、各部や学部等と連携し

て実施することに努めた。 



 

７【社会に「開かれた教育課程」の実現に向けた取組】 

職員・・地域の人的・物的資源を活用し、社会との連携・協働を図り、組織的・計画的に教育活動を行

っています。 

 

 

 

 

 

 

研修 

８【研究推進】 

職員・・校内研究「深い学び」の実現を目指す授業づくり～「深い学び」による資質・能力の育成に向

けて～」について研究に取り組んでいます。 
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・コロナ禍における新しい生活様式に沿った教育活動

の見直し、活動内容の工夫や時期の変更などにより学

習活動を進めるとともに、校外学習や修学旅行等にお

いて地域や校外での活動を安全に実施し、開かれた教

育課程の実現に努めた。 

・２年次は個人研修を軸とし、グループ研修で個人

の研修を深める時間を設定した。また、グループリ

ーダー会を実施し、取組の進捗状況に応じて、取り

組む視点や課題を図や資料にて全職員に配布するこ

とにより、校内研修の周知・確認を図ることができ

た。 

 



 

９【研究推進】 

職員・・専門性の向上を図ることができるよう研修ニーズに応じた学習会や授業づくり支援、校外研

修、公開研修会等、本校教員が主体的に研修する環境の整備を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導 

                                                                 

10【地域・家庭との連携による社会性の育成】 

職員・・あいさつの日を定期的に設定し、あいさつと丁寧な言葉づかいの実践に取り組んでいます。進

んであいさつをする児童生徒を称え、意識を高めています。 
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・登下校時に、学部、学年を問わず、すれ違う児

童生徒に対して、教師が率先してあいさつをした

り、あいさつを引き出す言葉がけをしたりするこ

とで、ていねいな言葉遣いを意識させることがで

きた。 

・校内研究の取り組む視点「どのように学ぶか」

に迫るための材料としてもらうため、外部講師に

よる講演会を２回実施した。教材・教具、ICTの

活用というそれぞれの視点からの研修を実施し、

授業づくりに役立てた。また、公開研究会を実施

し、全職員で分科会を行ったことで、深い学びの

捉えや授業づくりについて協議したり、情報交換

したりすることができ、互いに学び合う機会とな

った。 

 



 

11【生徒指導の改善・充実】 

職員・・携帯電話等使用のマナーとルールに関する指導の方法、内容を工夫し、適切に使用できるよう

指導を行っています。 

 

 

 

 

 

保健 

12【保健指導の充実】 

職員・・関連する部署と連携を図り、発達の段階に応じた指導方法を工夫します。 
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・前期の保健指導アンケートから「男女のかかわ

り」の内容に絞って希望を募ったところ、多くの

学級で希望があった。日程調整を行い、養護教諭

と学級担任間で指導内容等について情報の共有や

連絡調整を図りながら実施することができた。 

・高等部では、情報教育部と連携し情報モラル研修

を複数回実施することにより、誤った SNSの利用に

よるトラブルを減少させることができた。携帯電話

等の使用については、犯罪やいじめにつながる危険

があり、ルールやマナーなどの理解を進めるととも

に、保護者と連携して取り組む必要がある。 



 

13【給食指導の充実】                                                                                  

職員・・安心安全に給食を提供し、食に関する指導において、摂食指導、食育の充実に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

14【学習環境の整備】 

職員・・清潔で安全な学習環境を整えるために校舎内外の美化に取り組んでいます。 
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・リクエスト献立を各学級から募集する際に、こ

れまでの「好き」な副菜ではなく、「１食分」を

考えた献立をリクエストするよう工夫した。学級

で話し合いがもたれ、多くのメニューが寄せられ

たことで、食育の機会につながった。 

・全職員の協力により、校舎内外の清潔を保つ

ことや安全点検を実施し、安全に活動できるよ

うな環境を常に保つことができた。 

・高等部クリーン班と連携して、花壇の整備や

校地内の緑化活動に努めることができた。 



 

キャリア支援 

15【進路指導の充実】 

職員・・関係機関との連携を図り、児童生徒一人一人に応じた進路指導を実施しています。                              

 

 

 

 

 

 

 

 

16【キャリア教育の充実】 

職員・・児童生徒の発達の段階や小・中・高の実年齢に応じたキャリア教育を推進し、「社会参加」や

「働く意欲」について継続した指導を行っています。   
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・小・中学部の教職員対象に進路研修会を実施し

た。小学部段階からキャリア教育は始まっている

ことを教員が意識しできるよう、研修では、具体

例を挙げたり、高等部での実習の様子を見学した

り、キャリア教育推進、継続指導した指導を行っ

ていくことを確認できた 

・コロナ禍ではあったが期日や内容を変更しな

がら、計画に沿った進路指導を進めることがで

きた。「進路座談会」や「保護者進路研会」を

実施し、高等部の現場実習の様子を視聴するこ

とで、小・中学部の保護者へ理解・啓発を行う

ことができた。また、高等部では、自分の進路

について具体的に考える機会や進路決定の流れ

などを学習し、進路実現につなげることができ

た。 



 

情報教育 

17【専門的知識の向上】 

職員・・動画編集やパソコンデータ入力などの技術向上に向けた研修を実施しています。                                    

 

 

 

 

 

 

 

18【授業への活用】 

職員・・タブレットなどを授業に活用し、児童生徒が興味・関心を持って授業に取り組めるよう指導の 

充実を行っています。 

 

 

 

                                                  

 

 

0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

70.00%

80.00%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

21.57%

76.47%

1.96% 0.00%

20.00%

68.57%

11.43%
0.00%

31.03%

65.52%

3.45%
0.00%

職員（小） 職員（中） 職員（高）

0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

70.00%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

26.92%

69.23%

3.85%
0.00%

31.43%

65.71%

2.86% 0.00%

39.66%

53.45%

6.90%

0.00%

職員（小） 職員（中） 職員（高）

・様々な ICT機器の使用方法について、まずは情

報教育部を中心として、研修を実施し、全職員

でタブレット端末の効果的な使い方などについ

て、共有を図ることにより、様々な学習場面で

活用することができてきた。 

・タブレット端末利用規定や管理マニュアル等の作

成を進めるとともに、教員への普及、生徒の利用

の仕方を指導し、行事や様々な学習場面で活用す

る機会が増えてきた。 



 

教育支援 

19【地域との連携、協働】 

職員・・交流及び共同学習において、特に居住地校交流に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

20【教育相談の充実】 

職員・・地域支援センター「ささっこ」は、地域で生活する特別な支援を必要とする幼児、児童生徒及

び保護者等の相談を行っています。 
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・大笹生小学校や平野中学校、二本松工業高校

などコロナ禍において、感染症予防を徹底し交

流及び共同学習を進めることができた。また、

居住地の学校の協力を得て、交流を進めること

もできた。 

・就学前のささっこ相談とともに、教務部と連携

し就学にかかわる相談を進めることができた。ま

た、中学部や高等部の生徒にかかわるケース会議

を開催したり、外部の連携会議に問題を提起した

りして解決に寄与することができた。 



 

渉外 

21【地域交流・地域貢献の推進】 

職員・・ＰＴＡ奉仕作業を実施し、会員間や地域との交流を図っています。 

 

 

 

                                           

 

 

22【会員間相互の連携・協働】 

職員・・キャリア支援部と連携した「進路座談会」「事業所見学」や講師を招いての「親睦会」、県知Ｐ 

連事務局校として研修会を実施し、会員間相互の教養を深めています。 
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・コロナ禍で PTA行事が中止や延期となるものもあ

ったが、計画に沿って進めることができた。 

・奉仕作業では、保護者と児童生徒が一緒に取り組む

計画であったが、実施することができなかった。今後

も、会員相互の連携に努めていく必要がある。 

・「事業所見学」など中止の行事もあったが、「進

路座談会」を実施し、進路についての教養を深め

ることができた。 

・県特別支援学校知的障がい教育校 PTA連合会

では、リモートによる研修会を実施した。後日、

本校の保護者を対象にしたビデオ視聴の機会を設

けたりするなど工夫して進めることができた。 


